
 

 

 

今年も残すところあとひと月となり、慌ただしさを感じる季節となりました。 

12月には、子供たちが心待ちにしている音楽会が開催されます。ご家庭でのご協力もありインフル 

エンザの感染拡大もようやく下火になってまいりました。感謝申し上げます。引き続き無理のない範囲で

ご協力いただきながら、子供たちの健康を守っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

【水痘（水ぼうそう）とは】 

 

 

 

 

【主な症状】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ７年 １ １ 月 ２ ８ 日 
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感染症のお知らせ 以下の報告がありました。 

・水痘（水ぼうそう）  ・インフルエンザ  ・溶連菌感染症 

 

水痘（水ぼうそう）でお休みする児童が少しずつ増えております。下記の症

状がございましたら早めの受診をお願いいたします。 

水痘帯状疱疹ウイルスによって引き起こされる、かゆみを伴う発しんが全身に出現する感染症です。空気感

染、飛まつ感染、接触感染により広がり、その潜伏期間は感染から２週間程度（10日～21日）と言われて

います。主に小児の病気で、9歳以下での発症が 90%以上を占めると言われています。小児における合併症

は、皮膚の二次性細菌感染、脱水、肺炎、髄膜炎、脳炎などがあります。成人での水痘も稀にみられますが、

成人に水痘が発症した場合、水痘そのものが重症化するリスクが高いと言われています。 

家庭内接触での発症率は 90%と報告されており、家庭内での感染を防ぐために水疱（水ぶくれ）に触れた

後の確実な手洗いやタオルの共用を避けるといったことも重要です。 

・かゆみのある赤い発疹 

・赤い発疹から水ぶくれ（小さな水疱）に変化 

・発疹は頭や顔から始まり、全身に広がることが
多いです。 

・発疹とともに、軽い発熱やだるさが見られるこ
とがあります。 

・数日たつと水ぶくれがしだいにかさぶたにな
り、自然に治っていきます。 

※厚生労働省から一部抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


